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は
じ
め
に

秋
田
市
下
浜
長
浜
に
あ
る
、
安
宅
山
本
敬
寺
は
、
一
般
に
「
長
浜
の
本
敬
寺
」
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
浄
土
真
宗
の
御
寺
で
あ
る
。
特
別
列
車
を
仕
立
て
て
「
長
浜
詣

り
」
が
行
わ
れ
、
ま
さ
に
満
堂
群
参
の
賑
わ
い
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
か
な
る
事
情
で
そ
う
な
っ
た
の
か
、
い
か
な
る
歴
史
が
あ
る
の
か
等
々
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
寺
院
什
物
の
調

査
に
よ
る
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
の
検
討
が
充
分
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
、
根
元

的
な
課
題
が
あ
る
た
め
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
敬
寺
の
み
な
ら
ず
、

ほ
か
の
社
寺
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
先
に
、
説
教
師
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
お
年
寄
り
に
お
会
い
し
、
そ
の
方
か

ら
、
説
教
の
場
で
語
ら
れ
た
昔
話
と
い
う
も
の
を
調
査
し
、
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
註

１
）
。
何
回
か
、
そ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
真
宗
の
伝
道
の
あ
り
方
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
が
、
「
長
浜
詣
り
」
で
知
ら
れ
た
本
敬
寺
に
つ
い
て
は
調
査

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
本
敬
寺
の
歴
史
は
、
『
下
浜
郷
土
史
寅
昭
和
五
十
三
年
・
下
浜
郷
土
研
究

会
編
。
「
第
二
節
寺
二
、
『
秋
田
の
お
寺
」
（
平
成
九
年
・
秋
田
魁
新
報
社
出
版
部
編
）

な
ど
に
よ
り
、
大
略
は
知
れ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
何
期
か
に
画
し
て
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
近
年
刊
行
の
『
秋
田
の
お
寺
』
を
参
照
い
た
だ
こ
う
と
思
う
（
註
２
）
。

い
ず
れ
に
し
ろ
本
寺
の
変
遷
と
下
附
関
係
は
次
の
よ
う
に
約
述
で
き
よ
う
。

①
越
前
三
国
城
主
朝
倉
道
景
が
夢
告
に
よ
り
、
山
科
を
訪
れ
蓮
如
上
人
の
も
と
で
剃
髪

し
、
道
受
と
あ
ら
た
め
（
寛
正
２
．
一
四
六
二
、
の
ち
上
人
の
越
前
・
加
賀
の
巡
化
の

際
、
加
賀
濃
尾
郡
安
宅
の
地
に
至
り
、
こ
の
地
の
熱
心
な
門
徒
の
請
願
に
よ
り
一
堂
を

真
宗
寺
院
・
安
宅
山
阿
弥
陀
堂
本
敬
寺
（
二

建
て
、
同
行
の
道
受
を
こ
こ
に
止
め
た
（
文
明
３
．
一
四
七
二
・
こ
の
時
上
人
真
筆
の

し
」
し
よ
‐
し

三
方
如
来
と
六
字
名
号
を
下
附
さ
れ
る
・
こ
の
堂
を
本
光
寺
ま
た
は
人
吉
庵
と
称
し
た
。

②
文
明
五
年
四
月
八
日
、
上
人
よ
り
、
五
条
袈
裟
、
御
念
珠
、
中
啓
、
ほ
か
に
自
筆
の

「
正
信
偏
光
御
誕
生
」
及
び
「
正
信
偶
」
、
御
脇
害
の
名
号
二
幅
、
さ
ら
に
親
鴬
聖
人

真
筆
の
方
便
法
身
如
来
等
を
遣
わ
さ
れ
る
。

③
延
徳
元
年
二
四
八
九
）
、
蓮
如
上
人
御
隠
居
・
実
如
上
人
御
継
職
に
際
し
、
お
祝
い

言
上
の
た
め
、
山
科
を
訪
ね
、
北
陸
道
へ
の
再
下
向
を
依
頼
す
る
。
そ
の
時
、
上
人
は

老
身
の
た
め
か
な
わ
ぬ
事
、
お
互
い
浄
土
で
再
会
し
よ
う
事
を
述
べ
、
北
陸
の
門
徒
法

義
引
き
立
て
の
た
め
形
見
と
し
て
手
ず
か
ら
自
身
の
木
像
を
刻
み
、
道
受
に
渡
さ
れ
る
。

ご
し
ん
ね
ん

こ
の
御
形
見
は
「
御
真
影
」
様
と
称
し
、
本
敬
寺
の
貴
重
な
什
物
と
さ
れ
る
。

④
本
家
の
朝
倉
義
景
が
織
田
信
長
と
の
戦
に
敗
れ
た
の
を
機
に
、
天
正
三
年
二
五
七

五
）
、
四
世
受
賢
は
寺
宝
で
あ
る
上
人
自
作
の
蓮
如
の
木
像
を
伴
っ
て
海
路
を
北
に
向

か
い
出
羽
国
勝
平
の
地
に
一
宇
を
建
立
し
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
現
在
の
地
に
移
る
。

と
も
あ
れ
、
本
稿
は
、
秋
田
県
の
宗
教
史
、
就
中
真
宗
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、

北
陸
筋
か
ら
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
好
個
の
事
例
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
什
物
（
五
尊
を
含
む
七
件
）
の
整
理
・
検
討
か
ら
入
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
中
の
写
真
の
う
ち
、
「
参
考
」
と
し
た
も
の
は
、
赤
外
線
Ｔ
Ｖ
受
像
器

の
写
真
撮
影
版
で
あ
る
。

ま
た
、
講
説
資
料
（
註
３
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

嶋
田
忠
一
＊
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１
．
方
便
法
身
尊
像

ま
向
き
の
阿
弥
陀
如
来
画
像
『
ご
）
れ
は
浄
土
真
宗
の
寺
院
に
お
い
て
、
寺
と
し
て
許

さ
れ
る
以
前
の
「
惣
道
場
」
の
本
尊
と
し
て
下
附
さ
れ
た
絵
像
で
あ
り
、
正
面
を
向
き
、

来
迎
印
（
摂
取
不
捨
印
）
を
結
ん
で
青
蓮
華
に
直
立
し
、
四
十
八
の
阿
弥
陀
本
願
を
表

す
光
明
を
発
し
て
い
る
御
像
で
あ
る
〈
註
４
）
・
実
如
の
代
以
降
に
下
附
さ
れ
た
方
便

法
身
尊
像
の
典
型
的
な
作
例
に
思
わ
れ
る
が
、
損
傷
が
激
し
く
、
四
十
八
条
の
光
明
も

そ
れ
ぞ
れ
の
発
し
位
置
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
真
上
と
真
下
に
延
び
る

光
明
は
文
明
十
五
年
以
前
の
絵
像
本
尊
の
大
半
に
見
ら
れ
る
と
い
う
（
註
５
）
よ
う
な

一
基
準
を
こ
れ
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
着
衣
部
に
は
裁

金
が
施
さ
れ
て
い
た
と
想
わ
れ
、
文
様
は
袈
裟
川
柑
部
に
肥
繋
文
、
袈
裟
裏
で
は
網
Ⅱ

文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
現
状
で
は
観
察
に
雌
が
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

お
く
。
而
貌
の
赤
外
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
，
髪
際
は
中
央
付
近
に
わ
ず
か
な
突
起
様

の
線
が
あ
る
が
、
通
常
の
波
形
の
カ
ー
ブ
と
い
う
よ
り
は
直
線
に
近
い
線
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
白
皇
、
玉
眼
を
表
し
、
面
貌
全
体
に
長
く
、
眉
は
「
へ
」
字
に
、
そ
の
下
に

Ⅱ
を
囲
む
よ
う
に
肉
線
を
引
き
、
目
は
伏
し
Ⅱ
に
上
脆
・
下
脆
・
眼
球
を
表
し
て
い
る
。

鼻
は
、
い
わ
ゆ
る
小
鼻
の
隈
ど
り
と
し
、
や
や
上
方
に
開
い
た
形
に
引
か
れ
る
。
唇
は

上
が
薄
く
、
下
が
厚
い
。
顎
の
肉
線
も
濃
く
大
き
く
表
し
て
い
る
。
三
道
を
表
す
ほ
か
、

鉢
部
に
は
胸
や
腹
部
の
肉
線
も
描
か
れ
る
。
な
お
、
光
明
の
出
所
は
、
こ
の
写
真
に
よ

れ
ば
ほ
ぼ
お
顔
の
中
心
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
絵
絹
は
、
欠
損
が
大
き
い
上
に
修
復
時

の
不
整
合
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
ミ
リ
当
た
り
四
～
五
本
の
横
糸
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
像
は
、
親
鴬
上
人
の
直
筆
本
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
真
宗
の
本
尊
絵
像
と
は
直
接
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
同

様
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
岩
手
県
で
は
「
ま
い
り
の
仏
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
「
隠
し
念
仏
」

の
本
尊
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
似
の
絵

柄
は
、
こ
れ
ま
で
秋
田
県
内
で
は
一
例
だ
け
、
鹿
角
市
で
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
「
黒
駒
登
岳
図
（
聖
徳
太
子
富
士
登
舟
図
ご
「
十
二
山
の
神
図
」
「
聖
徳
太
子
孝

養
図
」
な
ど
と
一
具
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
阿
弥
陀
来
迎
Ｍ
」
で
あ
る
。

「
方
便
法
身
尊
像
」
一
帆

縦
八
二
・
五
桃
三
三

参
考
・
方
便
法
身
尊
像
（
部
分
）
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２
．
和
朝
太
子
先
徳
連
坐
像

本
敬
寺
所
蔵
の
箱
書
に
は
「
光
明
本
」
と
さ
れ
る
。
通
行
の
、
い
わ
ゆ
る
光
明
本
尊

は
、
中
央
に
九
字
名
号
（
南
元
不
可
思
議
光
如
来
）
、
右
に
十
字
名
号
（
蹄
命
蓋
十
方

元
号
光
如
来
）
と
釈
迦
如
来
立
像
、
左
に
六
字
名
号
（
南
無
阿
弥
陀
沸
）
と
阿
弥
陀
如

来
立
像
、
阿
弥
陀
の
上
部
に
は
イ
ン
ド
・
中
国
の
菩
薩
・
高
僧
を
、
釈
迦
如
来
の
上
部

に
は
聖
徳
太
子
を
始
め
と
す
る
日
本
の
先
徳
高
僧
を
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
上
下
の
縁

．
辺
に
は
、
「
無
量
寿
経
』
な
ど
か
ら
な
る
賛
が
掲
げ
ら
れ
、
系
譜
的
な
世
界
観
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
光
明
本
尊
」
か
ら
、
右
上
部
に
あ
た
る
部
分
を
主

題
と
し
て
独
立
さ
せ
た
の
が
本
図
と
い
わ
れ
、
聖
徳
太
子
先
徳
高
僧
連
坐
像
な
ど
と
称

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
は
、
中
央
に
大
き
く
、
背
障
を
背
に
し
礼
盤
上
に
柄
香
炉
を
捧
げ
持
ち
、
花

先
形
の
沓
を
履
い
て
立
つ
垂
髪
の
孝
養
太
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
足
元
に
は
六
侍
臣

を
配
す
。
す
な
わ
ち
、
図
左
に
「
（
百
済
）
博
士
畢
響
（
町
と
も
ご
「
（
聖
明
王
）
阿
佐

太
子
」
「
（
高
腿
）
恵
（
慧
と
も
）
慈
法
印
」
、
右
に
は
「
（
小
野
）
妹
子
大
臣
」
「
蘇
我

「
和
朝
太
子
先
徳
連
坐
像
」
一
幅
縦
二
七
・
五
横
五
○
・
五

大
臣
馬
子
」
「
（
新
羅
）

日
羅
聖
人
」
で
あ
る
。

上
部
に
は
十
人
の
先

徳
高
僧
が
描
か
れ
る
も

の
の
、
札
銘
に
つ
い
て

は
中
央
の
「
源
信
」
「
源

空
」
、
左
の
「
聖
覚
」
「
親

賛
」
、
右
の
「
信
空
」
し

か
、
判
読
で
き
な
か
っ

た
。
粗
目
の
絵
絹
を
用

い
て
い
る
・
人
物
の
殆

ど
が
、
墨
細
線
で
括
ら

れ
て
い
る
。

雲言謹
蕊戸

“
曇

蕊

鐸
鐸

参
考
・
左
上
・
阿
佐
太
子
、
下
・
慧
慈
法
師

《
》
》

零
参
考
・
源
空
聖
人

斑

鷺
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３
．
親
鴬
上
人
御
影
像

図
幅
左
上
隅
に
「
和
朝
親
驚
上
人
」
の
墨
書
が
あ
る
。

こ
の
図
は
、
三
区
の
格
狭
間
を
も
つ
礼
盤
の
上
に
、
緩
澗
縁
の
畳
座
を
設
け
、
斜
め

右
を
向
き
、
数
珠
を
爪
繰
り
、
坐
す
親
瀞
像
で
あ
る
。
絵
絹
二
ミ
リ
当
た
り
五
本
の
枇

糸
）
を
用
い
、
肉
身
部
は
墨
細
線
に
て
括
ら
れ
、
明
快
で
、
開
祖
と
し
て
の
尊
厳
を
表

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
単
身
像
の
初
見
は
、
寛
正
五
年
二
四
六
四
）
で
あ
り
、
大
谷

破
却
以
前
と
さ
れ
る
〈
註
６
）
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
裏
書
が
あ
る
も
の
の
、
判
明
し
な

い
。
し
か
し
、
面
貌
、
相
貌
な
ど
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
蓮
如
下
附
の
親
鴬
影
像
に
近
似

す
る
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
蓮
如
自
筆
の
裏
書
か
と
も
思
わ
れ
る
。
先
学
諸
氏
の
ご

教
示
に
侯
ち
た
い
。

而
貌
は
似
絵
風
。
図
の
如
く
、
淡
墨
細
線
で
的
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。
眉
は
、
十
一

I

1

I’,
冊’・Al

「
親
驚
上
人
伽
影
像
」
縦
七
九
・
六
検
四
八
・
九

本
の
、
後
方
に
流
れ
る
よ
う
な
線
描
、
眉
間
や
口
、
顎
の
肉
線
、
額
や
目
尻
、
首
に
か
け

て
の
雛
の
表
現
、
さ
ら
に
唇
に
さ
さ
れ
た
丹
や
、
へ
し
め
た
唇
の
厳
格
さ
な
ど
、
き
わ
め

て
写
実
的
な
一
面
に
も
思
わ
れ
る
が
、
蓮
如
下
附
の
親
驚
影
像
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

手
本
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
安
城
御
影
」
系
の
画
像
で
あ
る
。

な
お
、
親
驚
像
と
繕
綱
縁
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
室
町
末
期
に
至
っ
て
も
繕
澗
縁

の
影
像
は
天
皇
や
神
格
化
さ
れ
た
人
物
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
親
賛
像
の
よ

う
に
い
く
ら
一
宗
の
開
祖
と
い
え
ど
も
、
礼
盤
に
加
え
て
震
綱
縁
の
畳
に
黒
衣
（
薄
墨
）

を
着
服
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
本
来
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
：
略
：
東
西
分

派
期
ま
で
は
本
願
寺
教
団
歴
代
の
影
像
も
小
紋
高
一
麗
縁
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
蓮
如
は
歴
代
と
は
決
定
的
差
異
を
も
っ
て
本
願
寺
開
山
像
と
し
て
親
鴬
像
の
権
威
化

を
視
覚
表
現
し
た
」
（
註
７
）
と
さ
れ
て
い
る
。

§
！
Ｉ

in‘ﾛ

、匿貯幸一一一&q画室 P

■
二
国
画
画
固
』
〔
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
州

Ｆ

ｈ

Ｊ
簿
恥
‐
一
ｍ
ざ
Ｊ

謡
螺
渡
パ
ー
州
ね
．
．

I‘牢』

一
厘

四

弐

』
一

司詞

画

ー－1

1両1
-'二
〆へ

部
鍋、
／J

、一〃

L一-

L

L

５
ｊ
Ｏ
４
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典水､f院・安宅Ill阿弥陀堂本敬寺(1)

５
．
六
字
名
号

三
幅
あ
り
、
と
も
に
蓮
如
筆
と
伝
え
ら
れ
る
。
①
は
借
書
体
で
蓮
台
に
載
る
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
。
②
は
草
書
体
に
な
る
六
字
名
号
。
③
は
同
じ
く
草
書
体
で
、
い
わ
ゆ
る

「
虎
斑
」
（
註
Ｕ
を
思
わ
せ
、
充
分
筆
勢
が
伝
わ
る
名
号
で
あ
る
。

こ
れ
ら
蓮
如
下
附
の
う
ち
、
①
の
端
裏
に
は
、
「
文
政
十
丁
亥
閏
六
月
廿
一
日
二
下

ル
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
続
け
て
、
手
跡
の
異
な
る
、
「
出
羽
由
利
郡
長
漬
村
」
阿
弥
陀
堂

人
吉
本
敬
寺
常
什
物
」
樺
受
照
代
御
表
具
川
来
」
の
墨
書
が
あ
る
。

幸ロ

：
竃

一
屯
‘
一
年
〕
和
塞

》
燕

5；

①

簿

参
1

六
字
名
号
」
一
幅
縦
九
二
・
五
横
三
五

鐘儀義穏
潔
卿
霊
篭
舗
鵜
鋼

雪
．
＆
再
脇
目

’

E

Ｔ
ｏ
－
。

唾
一

章
．
ｊ
一
画

窓
垂
罰
轟
一
》

③
「
六
宇
名
号
」
一
幅
縦
九
二
・
五
横
三
流

な
お
、
磯
村
朝
次
郎
氏
は
時
衆
名
号
研
究
の
中
で
「
行
・
真
の
名
号
」
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
、
「
肉
太
の
楢
書
体
の
名
号
は
『
真
の
名
号
』
と
よ
ば
れ
・
：
時
衆
の
象
徴

的
書
体
で
あ
る
行
の
名
号
ほ
ど
決
し
て
個
性
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
、
「
槽

書
体
で
書
か
れ
た
名
号
は
浄
土
宗
な
ど
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
の
で
時
衆
名
号
と
し

て
特
定
す
る
に
は
①
種
宝
②
偶
文
③
法
名
阿
号
の
有
無
を
考
慮
の
上
、
判
断
す
る
外
は

な
い
」
書
秋
田
県
博
研
究
報
告
』
第
九
号
・
十
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
什
物
の
中

に
は
さ
ら
に
数
本
の
名
号
が
あ
る
や
に
伺
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
見
解
を
考
慮
し
、

什
物
全
体
の
把
握
に
努
め
よ
う
と
思
う
。

弓

②
「
六
宇
名
号
」

1幅

縦
七
九
・
五
検
二
三
・
五

参
考
・
「
同
右
（
部
分
）
」

３
１
０
６
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ｑ
、

と
と
と
も
に
所
持
さ
れ
、
慶
長
期

制
作
年
代
は
そ
れ
よ
り
な
お
下
る
。

６
．
阿
弥
陀
如
来
立
像

寄
木
、
漆
箔
に
な
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
。
こ
れ
が
現
在
の
御
本
尊
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
当
初
か
ら
の
什
物
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
木
仏

本
尊
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

『
蓮
如
上
人
御
一
代
聞
害
』
七
十
章
目
に
見
え
る
有
名
な
言
葉
、
．
、
他
流

ニ
ハ
、
名
号
ヨ
リ
ハ
絵
像
、
絵
像
ヨ
リ
ハ
木
像
卜
云
ナ
リ
、
当
流
ニ
ハ
、
木
像

ヨ
リ
ハ
ヱ
サ
フ
、
絵
像
ヨ
リ
ハ
名
号
ト
ィ
フ
ナ
リ
」

皇
近
江
の
真
宗
文
化
ｌ
湖
南
・
湖
東
を
中
心
に
』
五
八
頁
〕

ま
た
、
蓮
如
と
そ
の
教
川
に
お
け
る
本
尊
、
影
像
の
川
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
青
木

馨
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
「
結
論
的
言
辞
を
川
い
る
な
ら
、
真
宗
教
団
は
掛
け
軸
教

川
で
あ
る
（
「
本
尊
・
影
像
論
」
「
講
座
蓮
如
』
第
二
巻
所
収
匡
と
い
え
る
か
ら
で
も

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
木
像
（
仏
）
本
尊
は
本
願
寺
坊
官
印
書
や
許
状
印
書
な

と
と
と
も
に
所
持
さ
れ
、
慶
長
期
以
降
盛
ん
に
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
像
の

「
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
寄
木
造
髪
際
高
六
四

鰹司

畷
;‘b，b，

I

「
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
脇
仏
）
」
寄
木
造
髪
際
高
三
○
・
六

Ｉ

「
同
上
」
（
左
側
面
）

「
同
上
」
（
部
分
）

‐
’
０
１
ｔ
１
Ｊ
℃
側
笹
■
Ｆ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１

１
１

、

-102-

（7）



典宗寺院・安宅山阿弥陀堂本敬寺（1）

去
文
明
七
歳
乙
未
八
月
下
旬
ノ
コ
ロ
予
生
年
六
十
一
二
シ
テ
越
前
園
坂
北
郡
細
呂
宜
ノ

郷
内
吉
久
名
ノ
内
吉
崎
ノ
弊
坊
ヲ
俄
二
便
舷
ノ
ッ
井
テ
ヲ
ョ
ロ
コ
ヒ
テ
海
路
ハ
ル
カ
ニ

順
風
ヲ
マ
子
キ
ー
日
カ
ヶ
ニ
ト
コ
、
ロ
サ
シ
テ
若
狭
ノ
小
演
ニ
フ
子
ヲ
ヨ
セ
丹
波
ツ
タ

ヒ
ニ
摂
津
図
ヲ
通
コ
ノ
常
圃
営
所
出
口
ノ
草
坊
ニ
コ
ヘ
一
月
二
月
一
年
半
年
ト
ス
キ
ュ

ク
ホ
ト
ニ
ィ
ッ
ト
ナ
ク
三
年
ノ
春
秋
ヲ
オ
ク
リ
シ
コ
ト
ハ
タ
、
昨
日
今
日
ノ
コ
ト
シ
コ

ノ
ハ
ウ
ニ
オ
ヒ
テ
居
住
セ
シ
ム
ル
不
思
議
ナ
リ
シ
宿
縁
ア
サ
カ
ラ
サ
ル
子
細
ナ
リ
シ

カ
ル
ニ
コ
ノ
三
ヶ
年
ノ
内
ヲ
ハ
ナ
ニ
ト
シ
テ
ス
キ
ヌ
ル
ラ
ン
ト
オ
ホ
ヘ
ハ
ン
ヘ
リ
シ
ナ

リ
サ
ル
ホ
ト
ニ
京
都
ニ
ハ
大
内
在
国
ニ
ョ
リ
テ
土
岐
太
夫
ナ
ン
ト
モ
在
国
セ
ル
ア
ヒ
タ

都
ハ
ー
目
二
公
方
カ
タ
ニ
ナ
リ
ヶ
レ
ハ
ィ
マ
ノ
コ
ト
ク
ハ
天
下
泰
平
ト
マ
フ
ス
ナ
リ
イ

ノ
チ
タ
ニ
ア
レ
ハ
カ
、
ル
不
思
議
ノ
時
分
ニ
モ
ア
ヒ
ハ
ン
ヘ
リ
目
出
度
ト
イ
フ
モ
ナ
ヲ

カ
キ
リ
ァ
リ
シ
カ
ル
ァ
ヒ
タ
愚
老
年
齢
ツ
モ
リ
テ
六
十
三
歳
ト
ナ
レ
リ
イ
マ
ニ
オ
ヒ
テ

余
命
イ
ク
ハ
ク
マ
ヲ
サ
ル
身
ナ
リ
ア
ハ
レ
人
間
ハ
オ
モ
フ
ヤ
ウ
ニ
モ
ア
ル
ナ
ラ
ハ
イ
ソ

キ
安
養
ノ
往
詣
ヲ
ト
ヶ
ス
ミ
ャ
カ
ニ
法
性
ノ
常
楽
ヲ
モ
サ
ト
ラ
ハ
ャ
ト
オ
モ
ヒ
ト
モ
ソ

レ
モ
ヵ
ナ
ハ
サ
ル
世
界
ナ
リ
シ
ヵ
レ
ト
モ
｜
年
歓
喜
ノ
信
心
伽
力
ヨ
リ
モ
ョ
ホ
サ
ル
、

７
．
蓮
如
御
文
（
実
如
証
判
本
）

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
御
文
は
、
蓮
如
が
門
徒
に
書
き
与
え
た
消
息
体
の
法

語
で
あ
り
、
六
字
名
号
と
と
も
に
蓮
如
の
布
教
活
動
の
特
徴
と
も
称
さ
れ
る
。
ま
た
、

真
偽
未
定
の
も
の
を
含
む
と
二
七
八
通
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
実
如
が
八
○
通
抽
出
し
て

五
冊
に
ま
と
め
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
五
帖
御
文
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

御
文
の
う
ち
、
蓮
如
自
筆
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
、
六
○
通
で
あ
る
と
も
い
う
（
岡

村
喜
史
「
蓮
如
自
筆
御
文
と
御
文
流
布
の
意
義
」
『
講
座
蓮
如
』
第
二
巻
所
収
）
。

こ
の
御
文
の
冒
頭
は
左
の
よ
う
に
、
「
去
文
明
七
歳
乙
未
八
月
下
旬
ノ
コ
ロ
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
蓮
如
自
筆
の
六
○
通
と
し
て
整
理
さ
れ
た
表
と
対
比
し
て
み
る
と
、
整
理

番
号
「
鋤
去
文
明
拾
一
年
之
夏
比
ョ
（
年
月
日
欠
）
（
旧
）
貝
塚
市
願
泉
寺
」

（
註
Ⅱ
）
の
一
通
が
年
代
的
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
さ
ら
に
精
査

し
た
い
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
左
に
翻
刻
す
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、

傍
訓
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

身
ニ
ナ
レ
ハ
平
生
業
成
ノ
大
利
ヲ
ウ
ル
ウ
ヘ
ニ
ハ
桃
恩
報
尽
ノ
ッ
ト
メ
ヲ
タ
シ
ナ
ム
ト

キ
ハ
マ
タ
人
間
ノ
栄
耀
モ
ノ
ソ
マ
ス
山
林
ノ
閑
窓
モ
子
カ
ハ
レ
ス
ァ
ラ
ア
リ
カ
タ
ノ
他

力
本
願
ヤ
ァ
ラ
ァ
リ
カ
タ
ノ
弥
陀
ノ
御
恩
ヤ
ト
オ
モ
フ
ハ
カ
リ
ナ
リ
コ
ノ
ュ
ヘ
ニ
願
力

ニ
ョ
セ
テ
カ
ヤ
ウ
ニ
ッ
、
ケ
ケ
リ

六
十
ア
マ
リ
オ
ク
リ
シ
年
ノ
ッ
モ
リ
ニ
ヤ

弥
陀
ノ
ミ
ノ
リ
ニ
ア
フ
ソ
ウ
レ
シ
キ

ア
ヶ
ク
レ
ハ
信
心
ヒ
ト
ツ
ニ
ナ
ク
サ
ミ
テ

ホ
ト
ケ
ノ
恩
ヲ
フ
カ
ク
オ
モ
ヘ
ハ
ト

ク
チ
ス
サ
ミ
シ
ナ
カ
ニ
マ
タ
善
導
ノ
釈
二
自
信
教
人
信
難
中
転
更
難
大
悲
博
普
化
真
成

報
桃
恩
ノ
文
ノ
コ
、
ロ
ヲ
シ
ッ
カ
ニ
案
ス
レ
ハ
イ
ョ
ノ
、
ア
リ
カ
タ
ク
コ
ソ
オ
ホ
ヘ
ハ

ン
ヘ
レ
マ
タ
ァ
ル
ト
キ
ハ
念
桃
往
生
ハ
宿
善
ノ
機
ニ
ョ
ル
ト
イ
ヘ
ル
富
流
ノ
ー
義
ニ
カ

キ
ル
ィ
ハ
レ
ナ
レ
ハ
ワ
レ
ラ
ス
テ
ニ
無
上
ノ
本
願
ニ
ア
ヒ
ヌ
ル
身
カ
ト
モ
オ
モ
ハ
遇
穫

信
心
遠
慶
宿
縁
卜
聖
人
ノ
仰
ニ
ノ
タ
マ
ヘ
ハ
マ
コ
ト
ニ
心
肝
二
銘
シ
イ
ト
タ
フ
ト
ク
モ

マ
タ
ォ
ホ
ッ
カ
ナ
ク
モ
オ
モ
ヒ
ハ
ン
ヘ
リ
ト
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
自
力
ノ
執
情
ニ
ョ
ラ
ス
タ

、
桃
力
ノ
所
成
ナ
リ
ト
シ
ラ
ル
、
モ
ノ
ナ
リ
コ
ノ
タ
ヒ
宿
善
開
発
ノ
機
ニ
ア
ラ
ス
ハ
ィ

タ
ッ
ラ
ニ
本
願
ニ
ァ
ハ
サ
ラ
ン
コ
ト
ノ
カ
ナ
シ
サ
ヲ
オ
モ
ヘ
ハ
誠
二
宝
ノ
山
二
入
テ
ム

ナ
シ
ク
カ
ヘ
ラ
ン
ニ
ニ
タ
ル
ヘ
シ
サ
レ
ハ
コ
、
ロ
ア
ラ
ン
ヒ
ト
ｊ
、
ハ
ョ
ク
／
、
コ
レ

ヲ
オ
モ
フ
ヘ
シ
サ
ル
ホ
ト
ニ
今
年
モ
ハ
ャ
十
二
月
廿
八
Ⅱ
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
マ
タ
ア
ル
春

ニ
モ
ア
ヒ
ナ
マ
シ
ア
タ
ナ
ル
人
間
ナ
レ
ハ
ア
ル
ト
オ
モ
フ
モ
ナ
シ
ト
オ
モ
フ
モ
サ
タ
メ

ナ
シ
サ
レ
ト
モ
マ
タ
ア
ラ
タ
マ
ル
春
ニ
モ
ア
ハ
ン
コ
ト
ハ
マ
コ
ト
ニ
Ⅱ
出
度
モ
オ
モ
ヒ

ハ
ン
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
リ

イ
ッ
マ
テ
ト
オ
ク
ル
［
月
日
ノ
タ
チ
ユ
ケ
ハ

イ
ク
春
ヤ
ヘ
シ
冬
ノ
ユ
フ
ク
レ

如
此
文
鉢
ノ
オ
カ
シ
キ
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
ス
寒
天
之
間
炉
辺
ニ
ア
リ
テ
徒
然
ノ
ア
マ
リ
老
眼

ヲ
ノ
コ
ヒ
翰
墨
ニ
マ
カ
セ
書
之
者
ナ
リ
穴
賢
々
々

干
時
文
明
弟
九
丁
酉
年

極
月
廿
九
日

０
８
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ハ
ク
ヘ
碓
抑
玲
閲
ノ
ブ
も
彩
琴
ｙ
二

十
月
唾
ニ
ノ
ガ
埼
栓
せ
ｚ
ム
ル
兎
罵
蕊
斌
ヂ
リ
ム

シ
ブ
Ｚ
し
冒
一
サ
イ

Ｐ
Ｉ
言
応
、
，
。
ｌ
ｉ
ｂ
△
‐
』
轡
？
。
。

小
錯
噸
ニ
ブ
今
７
訂
せ
舞
鋤
唯
ｖ
ク
ヒ
ニ

凸

永
正
二
年
四
月
十
二
日

舞
蓄

格
津
図
ヲ
通
才
ノ
奮
園
富
爾

非
リ
ザ
ニ
卒
‐

千
Ｊ
〃
ノ
ェ
』
斗
叩
ラ
ノ
ハ
ー
か
ノ
，
津
川
柔
４
ク
ワ
冬
ｊ
こ
み
ノ
ワ
卒
，

小
山
ロ
ノ
毒
そ
姉
習
刃
へ
一
目
川
二
同
月

一
日
カ
ヶ
ニ
ト
専
口
寸
曹
了
葵
爆
少

己
邑
、
卜
憧
雫
』
ユ
ン
雪
７

ナ
ク
三
珠
少
患
赦
７
＃
１
曽
卜

一
参
千
十
千
年
手
卜
Ｘ
太
立
？
瓶
ト
ニ
イ
ヴ
ト

芥
千
斗
し
ひ
一
斗
し

せ
フ
ヅ
ノ
ク
ニ
卜
７
列
Ｉ

弓
ノ
ハ
で 愚

老
六
十
三
歳

土
Ｉ
ノ
７
十
Ｊ
７

道
受
御
坊
へ

実
如
花
押

１
１

１
蕊
蕊
雪
。

タ
ニ

ノ、

「
御
文
」
（
冒
頭
部
分
）

ク
ク
ー
ワ
ゴ
ケ
ク
ー
ゾ
シ
ヨ

ザ
カ
サ
‐

…

害
乏
芳
子
－
尤
賢
舟

釦
躍
姥
辛
峯
騨
ノ
鈴
邸
刀
一
四
非
ｌ
ヲ
力
令
１
ニ
ス

刀
．
）
一
丁
》
／
７
嵯
〃
″
ロ
ヘ
レ
Ｌ
‐
笹
ン

誉
寒
毛
公
一
願
州
錨
遜
癖
鍵
二
７
脚
１
－
丁
》
篠
然
ノ

奇
７
７
力
要
一
〃
ン
水
７

ワ
ー
ィ
Ｗ
Ｉ
土
旭
皿
松
亨
ノ
ノ
ゴ
乙
錘
穎
凄
窒
二
で
力
せ

し
。
『
ズ
ゴ
』
７
追
ノ

‐
＃
Ｉ

千
時
え
網
謝
炉
必
丁
画
券
寸

ァ
米
参
一
重
斗
四
印
鰯
子
一
す

趣
創
刈
尤
必
月

茎
零
章
震

マ
ｒ
ナ
や
〃
三
町
｝
ノ
Ｌ
１
１

雲
薫
書
一

「
同
上
」
（
証
判
部
分
）

１
１
１
１

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
批
正
・
御
教
示
賜
れ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
什
物
調
査
は
よ
う
や
く
緒
に
付
い
た

段
階
で
あ
り
、
調
査
報
告
を
継
続
す
る
な
か
で
学
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

末
筆
な
が
ら
、
御
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
お
世

話
い
た
だ
い
た
御
住
職
御
夫
妻
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
調
査
の
き
っ
か
け
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
高
橋
一
郎
・
下
浜
中
学
校
長
、
撮
影
や
計
測

等
何
か
と
手
助
け
い
た
だ
い
た
松
山
修
、
高
橋
正
両
学
芸

主
事
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

参
考
文
献

、
内
山
純
子
「
東
国
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開
』

東
京
堂
出
版
・
平
成
九
年

・
誉
田
慶
信
『
中
世
奥
羽
の
民
衆
と
宗
教
』

吉
川
弘
文
館
・
平
成
十
二
年

・
原
田
満
子
『
蓮
如
』

木
耳
社
・
平
成
九
年

・
有
賀
祥
隆
『
仏
画
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』

至
文
堂
・
平
成
八
年

・
宮
次
男
『
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の

美
術
調
／
肖
像
画
』

小
学
館
・
昭
和
五
十
年

・
展
示
図
録
『
聖
徳
太
子
展
』
（
編
集
ｌ
東
京
都
美
術

館
・
大
阪
市
立
博
物
館
・
名
古
屋
市
博

物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）
・
平
成
十
二
年

お
わ
り
に

浅
学
の
非
多
く
、
本
敬
寺
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
は

、

-100-
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１
・
拙
稿
「
池
内
ス
エ
脇
の
昔
話
」
（
昔
話
研
究
懇
話
会
編
室
白
話

ｌ
研
究
と
資
料
’
第
八
号
昔
話
と
教
育
」
昭
和
五
十
四
年
六
Ⅱ
三

十
日
発
行
）

２
．
「
当
山
開
祖
、
道
受
坊
は
越
前
（
福
井
県
）
三
国
城
主
織
江
橘
守

朝
倉
道
景
で
あ
り
、
一
町
領
は
一
万
八
千
石
で
あ
っ
た
。
あ
る
夜
夢
枕

に
御
仏
が
現
れ
て
、
「
こ
こ
よ
り
東
方
に
大
徳
あ
り
、
汝
お
も
む
く

べ
し
」
と
の
お
告
げ
に
、
常
日
ご
ろ
無
常
を
覚
え
て
い
た
道
景
は
東

方
に
旅
立
ち
、
本
願
寺
中
興
の
祖
、
山
科
の
地
、
本
願
寺
八
世
蓮
如

の
弟
子
と
な
り
道
受
坊
の
法
号
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、
比
叡
山
延
暦

寺
憎
兵
の
迫
害
に
あ
い
、
近
江
の
三
井
寺
に
逃
れ
た
が
、
数
年
を
経

て
蓮
如
の
同
行
を
仰
せ
ら
れ
、
巡
錫
の
折
り
道
受
坊
は
加
賀
挫
芙
郡

安
宅
の
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
り
、
師
蓮
如
よ
り
三
方
正
而
如
来
、

六
字
名
号
二
軸
、
五
条
袈
裟
な
ど
の
数
々
の
品
を
拝
受
し
、
堂
宇
を

建
立
し
本
光
寺
人
吉
庵
と
号
し
た
。
時
に
道
受
坊
二
十
五
歳
、
文
明

三
（
一
四
七
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
時
代
も
下
り
苛
酷
な
戦
国
期
と

な
っ
て
、
本
家
の
朝
倉
義
景
が
織
田
信
長
と
の
戦
に
敗
れ
、
北
陸
一

向
宗
も
迫
害
に
合
い
、
本
山
石
山
本
願
寺
も
急
を
告
げ
よ
う
と
し
て

い
る
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
、
四
世
受
賢
は
寺
宝
で
あ
る
上
人
自
作

の
蓮
如
の
木
像
を
伴
っ
て
海
路
を
北
に
向
か
い
出
羽
（
羽
後
）
国
、
土

崎
港
に
上
陸
し
、
新
屋
勝
平
の
地
に
一
宇
を
建
立
し
た
の
が
本
敬
寺

で
あ
る
。
古
い
石
碑
に
は
安
宅
川
阿
弥
陀
堂
本
敬
寺
の
文
字
が
読
み

註
磯
村
朝
次
郎
「
北
奥
に
お
け
る
時
衆
板
碑
と
そ
の
周

辺
ｌ
特
に
秋
田
県
の
事
例
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
書
秋
山
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』

第
九
号
）
昭
和
五
十
九
年

と
れ
る
。
安
宅
の
地
よ
り
の
従
者
は
、
大
橋
市
郎
右
衛
門
、
山
岡
惣

左
衛
門
等
二
十
数
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勝
平
の
地
は
、
厳
冬
の
潮

風
、
砂
塵
の
吹
き
つ
け
が
強
く
元
利
二
（
一
六
一
六
）
年
、
下
浜
長
浜

に
移
転
し
現
在
に
至
る
。
寺
宝
に
は
蓮
如
直
筆
の
名
号
二
軸
を
は
じ

め
数
多
く
の
遺
品
を
所
蔵
し
、
毎
年
Ⅲ
三
月
二
十
五
日
の
蓮
如
入
寂

の
御
命
日
に
、
遺
品
の
開
帳
と
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
「
秋
田

の
お
寺
」
四
三
頁
。
秋
田
魁
新
報
社
出
版
部
、
平
成
九
年
）

３
．
什
物
個
々
の
解
説
用
テ
キ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
昭

和
二
十
二
年
の
火
災
を
契
機
と
し
て
糊
ま
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
左
の
一
本
を
淵
刻
し
て
お
く
。

「
此
方
二
拝
シ
玉
フ
阿
弥
陀
如
来
ノ
尊
像
ハ
弘
法
大
師
ノ
御
真
筆

火
中
出
現
ノ
尊
像
也
抑
コ
ノ
ー
川
ノ
由
来
ヲ
尋
ル
ー
往
昔
当
山
加
州

安
宅
ノ
柵
ニ
ア
リ
シ
ト
キ
頃
ハ
天
正
年
中
織
田
信
長
北
越
兵
乱
ノ
側

リ
多
ノ
人
屋
放
火
セ
シ
ニ
既
二
当
山
モ
曲
録
ニ
カ
、
リ
○
折
シ
モ
北

風
烈
ク
シ
テ
四
方
一
面
炎
ト
ナ
リ
老
若
男
女
泣
サ
ゲ
フ
声
天
ニ
ヒ
、

ア
リ
ザ
矛

キ
‘
モ
・
営
垂
、
シ

キ
ア
タ
カ
モ
阿
鼻
焼
熱
ノ
分
野
モ
カ
ク
ヤ
ァ
ラ
ン
ト
肝
魂
モ
消

』
γ
力

入
ハ
カ
リ
ノ
コ
ト
ト
モ
ナ
リ
ホ
ル
ニ
当
寺
三
代
Ｈ
ノ
他
僻
漸
ク
伽
本

カ
ケ
イ
デ

尊
ノ
供
奉
シ
火
ノ
中
ヲ
駈
川
ケ
ル
○
ツ
ラ
ノ
！
、
恩
ヒ
ラ
ク
開

基
ヨ
リ
伝
来
ノ
弘
法
大
師
ノ
御
真
筆
弥
陀
ノ
尊
像
取
残
シ
後
悔
不

残
。
ヨ
リ
テ
。
タ
ト
ヘ
此
ノ
身
ハ
焼
死
ス
ト
モ
伽
供
仕
ラ
ン
ト
既
二

火
ノ
中
江
飛
入
ラ
ン
ト
セ
シ
カ
不
思
議
ャ
此
ノ
尊
像
ノ
表
具
コ
ト

ノ
‐
、
ク
焼
失
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
尊
像
ハ
ツ
、
カ
ナ
ク
在
ス
。

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
サ
ハ
カ
リ
烈
シ
キ
炎
ノ
中
ョ
リ
飛
上
出
サ
セ
ラ
レ
門
前

ノ
古
木
ニ
カ
、
リ
玉
上
光
明
力
、
ヤ
ク
ト
シ
テ
在
ノ
‐
、
。
見
ル
人
奇

異
ノ
恩
ヒ
ヲ
ナ
シ
ケ
リ
是
レ
ス
ナ
ハ
チ
仏
法
不
思
誰
ノ
シ
ヵ
ラ
シ
ム

ル
所
。
ホ
レ
ハ
此
ノ
尊
像
法
減
百
歳
ノ
末
迄
此
ノ
世
ニ
ト
、
マ
ラ
セ

ラ
レ
末
代
ノ
悪
人
女
人
ノ
浄
土
二
導
キ
玉
フ
大
慈
大
悲
ノ
顕
レ
也

草
モ
木
モ
枯
た
る
野
辺
氷

唯
タ
壱
入
り
松
ノ
ミ
残
る

弥
陀
の
本
願

ト
ク
ル

人
寿
十
歳
ノ
タ
迄
十
八
弘
誓
ノ
松
ノ
色
ヲ
洲
ス
柵
留
止
教
ノ
御
姿
ナ

レ
ハ
各
々
不
礼
ノ
ナ
ヒ
ャ
ウ
正
身
ノ
如
来
様
二
直
々
ノ
御
目
見
ト
存

セ
ラ
レ
称
名
モ
ロ
ト
モ
謹
テ
拝
礼
ヲ
ト
ケ
ラ
リ
ョ

４
・
佐
々
木
進
「
実
如
要
害
の
方
便
法
身
尊
像
」
（
「
企
画
展
・
近

江
の
真
宗
文
化
Ｉ
湖
南
・
湖
東
地
方
を
中
心
に
」
所
収
。
五
頁
。
栗

東
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
九
年
）
。

５
．
同
前
。
化
し
、
本
論
は
、
〔
吉
田
和
彦
・
脊
古
真
哉
「
本
願
寺

順
如
災
普
の
方
便
法
身
尊
像
（
二
・
（
二
）
」
『
名
古
屋
市
立
女
子
短

期
大
学
研
究
紀
要
』
五
六
・
五
七
、
平
成
八
・
九
年
〕
を
典
拠
と
す

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

６
・
青
木
馨
「
本
尊
・
影
像
論
」
（
「
誰
座
蓮
如
」
第
二
巻
三
六
頁
、

平
成
九
年
）
。

７
．
同
前
（
三
九
頁
）
。

８
．
「
教
如
上
人
像
」
解
説
に
拠
る
今
企
画
展
・
近
江
の
真
宗
文
化

ｌ
湖
南
・
湖
東
地
方
を
中
心
に
」
八
四
頁
。
栗
東
歴
史
民
併
隙
物
館
、

平
成
九
年
）
。

９
．
「
顕
如
御
影
」
解
説
に
拠
る
（
土
井
了
宗
・
金
龍
教
英
「
目
で
み

る
越
中
真
宗
史
』
八
九
頁
。
桂
普
房
、
平
成
三
年
）
。

叩
・
「
六
字
名
号
」
解
説
に
拠
る
（
「
企
画
展
・
近
江
の
真
宗
文
化

ｌ
湖
南
・
湖
東
地
方
を
中
心
に
」
六
四
頁
。
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、

平
成
九
年
）
。

川
・
岡
村
喜
史
「
蓮
如
自
筆
御
文
と
御
文
流
布
の
意
義
」
（
「
講
座
蓮

如
」
第
二
巻
一
三
九
頁
、
平
成
九
年
）
。
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